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国 立相模原病院 ア レ ル ギ
ー。セ ソ タ ー （院長 ： 後藤 敏夫博 士 ）

　　　杉 田 和 春 　降 矢 和 夫

（受付 ； 9 月 7 日，1963）

　　　　　　　　　　緒　 　言

　1565年 に Botallusi；’，1819年 に John　Bostock，1873年

に C．H ．　Blackley らが 花粉症 に注 目 して 以 来 ，　花粉症

．に っ い て の 研究 が行なわれ る よ うに な り，1911年 に は既

に Noon2 ）
，　 Freeman3 ）

が，花粉中の Soluble　toxin を

用 い て，花粉症 の 患者 の 治療を行なっ て い る．我 が 国で

」も1941年 に青木
4 ）

，
1954年に 小 口

5♪
， 1961年 に 荒木

6 〕

ら の

報 告が 見 られ る．我 女 は1957年以来 ， ア レ ル ギー性疾患

．の 原因 とな る吸 入 ア レ ル ゲ ン の
一

っ と して ，花粉 を 重視

し
，

そ れに っ い て種 々 研究を行ない ，診断 ， 治療 に 使用

し，そ の都度学会で発表し て 来 た が ，こ S でそ の
一

部 を

ま とめ て み た い ．

　　　　　　　　 方法及び結果

　L 　空中の 花粉数

　方 法 ：ス ラ イ ド ・ガ ラ ス に 白色ワ ゼ リン を塗 り，地上

140cm の 所 に24時間放置 し，毎 日 午前 9時 に交換した．

取 り入 れ た ス ラ イ ド ・ガ ラ ス ｝ま幾瀬 の 方法
7 ， に従 い

， グ

リセ リ ン ジ ェ リーで封 じ て 鏡検 し，1  
22

ケ 所 の 花粉数

を 算定 し，そ の 平均 を とつ た．行な つ た場所 は 国立相模

原病院 （神奈川県相模原市）構内で，期問は昭和33年 1
月 よ り昭和349i12月 までであ る．

　　　　 図 1　 Nu 血 ber　 of 　Air−Borne 　PQI王ens
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2e 花 税 症 の 硬 究

　結 果 ：図 1 は 蹤 軸 に 花粉数 ， 横軸 に 月日 を示 した もの

で あ る．こ れ に よ る と，花糧の 数獄春，秋 に 多 く，夏 に

｝ま少な く，冬に は ぽ とん ど Oであ る，2 月か ら 5 月にか

けて は ス ギ，マ ツ 属 の 花粉 ボ 多 く、 4月 か ら10月 に か け

て1まイ ネ科，キ ク 科 の 花撈ガ 見 られ る．キ ク 科に属す る

ブ タ ク サ の 花粉は，図 2に 示 す よ うに，8 月か ら 9 月に

か け て 現 わ 礼 る．
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　U・花粉の 吸 入 に よ る ア レル ギー
症状の 発現

　（1） ブ タクサ花粉の吸入 1表 1 に 示す よ うに，昭 和 35

年 8 月 8 日 午前 7 時30分 （晴，無風，気温 23℃ ， 相 対湿

度 80％）， 国立相模原病院 の 庭内で ， プ タ ク 夛　（Short

Ragweed，　Ambrosia　 artemisiifolia 　var ．　elatior） が 咲

い て い る場所に 患者 22名 （気 管 支喘息 の 患者 13名，ア レ ル

ギー
性鼻炎 の 患看 3名， 両方の 合欝して い る患者 6名）

と健康者 10名 （対照） とを連れて行 き ，
10 分間 滞 在 し

て，自然 の 状態 で，喘息発作 そ の 他の ア レ ル ギー
症状が

起 こ るか どうか を 調べ て見 た．22名 の患者の 中，喘息発

隼 を 起こ した患者は 2 名 ，鼻 内灼 熱 感 及 び 噸頭痛 を訴 え

た 患 者 が 1名、合計 3 名が 症 状 を呈 した ．こ の 際，ス ラ

イ ド ・ガ ラ ス 1cm2 上に落下 した花粉数絵 11個 で あ つ

た．次 い で 、 こ れ らの 患者及び健康者 を，ブ タ ク ツ を刈

り集め て瓶 に さして あ る室内に 連 れ て 行 き，10分間滞在

した とこ ろ，喘息発 作 を起 こ し た患 者 は τ名，くしや み．

鼻漏 ，　鼻閉 そ の 他 の ア レ ル ギー症 状 を示 し た 患者 は 4

名，合計11名が 症状を示 した．対照 の 健康髱でも，2 名

が 軽度 の鼻内掻痒感を訴 え た の で ，患者 の 中，軽度 の 症

状を示 した 4 名 は 除い て あ る．こ 、 で注 目す べ き こ と

は ，健康者は花粉 よ り遠 ざ か る と速 や か に 症 状が 消失す

る の に， 患者は そ の 症状 が 選 続 す る こ とで あ る，　 こ の

際，ス ライ ド ・ガ ラ ス 1cmi 上 に落下 した花粉数 は 15個

で あ つ た．

　（2） カ モ ガ ヤ花粉 の吸入 1表 2　1−rk、表 ユ と同様 の こ と

を，昭 和36年 5 月25 日午 後 1 時 黝 分 （購 ， 徴風 ， 気 温

19．5℃ ，相対湿度 48％），国立i目謨原病院の 庭内で，カモ ガ

ヤ （Orchard　Grassl　Dactylis　glomerata）　に っ い て 行

な つ た も の で あ る．患者 ］8名 （気 管 夊瑞息 の 患者 12名，

ア レ ル ギー性鼻炎の 患者 4 名，気管 叉喘、息と髄結核症と
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表 2　 カ モ ガ ヤ の 花 粉 の 吸 入 に よ る ア レ ル

　　　ギ ー
症状の 発 現

表 3 ア レ ル ギー性 皮内 反 応 の 判 定基 準

野 外 で カ モ …カ モ ガ ヤ を 集 め

ガ ヤ の 集 落…た 室 内 に 10分間
付 近 に IO分．滞 在 し た 場 合

欄滞 在 し た
旨

i場 合

ガ

エ
に

皮

応

モ

・
ス

る

反

カ

ヤ

キ

よ

内
1Cポ 中 の カ モ ガ ヤ の i　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
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R ； ア レ ・レ ギ ー性鼻炎 A ； 気管刻 鵠 り1］： 肺 結 核症

の 合併 して い る患都 名） の屯 ア レ ル ギー症状 を 示 し

た 患者 ：
・
ま，野外で は 1名，室内では 2名であつ た，対照

の 6名は何 らの 症状 も示 さな か っ た．こ の 際、ス ラ イ ド

・ガ ラ ス 1cme 上 に 落下 した 花粉数は ， 野外では 1個 ，

室内では 5 個で あ つ た．

　IH・開花期 と 喘患発作 と の 関 係

　（1） ブ タク サ に っ い て ：ブ タ ク サ の 花粉 エ キ ス で皮内

反 応 陽性 の 気管支喘息患 者の 発作 の 起 こ る 月を各 月 毎 に

集計 し，次に ブ タ ク サ 花粉 ニ キ ス で長内試験をし て あ る

気 管支喘息患者全部 （昭 和34年 9月30日 よ り昭 和36年 2

月 15日 まで の聞 に ，国立相模原病院 ア レ ル ギー ・セ ン タ

ー
で受診 した 215例） の発作の 起こ る 月 も各 月 毎 に 集計

して，前者 を 観 者 で 除 し，ブ タ ク サ 花粉以 外の 原因で起
こ る発作を除外 した の が 図 3 であ る．こ れ に よ る と，ブ

タ ク サ の開花娚以後に．ブ タ ク サ の 花粉 が 原因であ る喘

息患者 の 発作は 増 加 して い る、な お 隻 内5ξ応陽注とは，

花粉 ニ キ ス o・01mlを 前腕屈側 に 皮内注射 した臨 表 3
の 嵩定基雌 の枡以 上 の もの で あ る．

　（2） カ モ ガ ヤ に っ い て ；ブ タ クサ と 同様の こ とを，カ

モ ガ ヤ に つ い て 調 べ た の が pa　4 であ る． ご 之に よ つ て

も，カ モ ガ ヤ の 開花期以綬に ， カ モ ガ ヤ の花粉が原 E で

あ る喘息患者 の 発作 は 増加 して い る，

　】V ．皮内反応とア レ ル ギー
症状との 閲係

　 ブ タ ク サ ま た は カ モ ガ マ の 花粉 を 吸 入 して い る 際 に，
ブ タ ク サ ま た は カ モ ガ ヤ の 花 粉 エ キ ス で皮内試験を行な

っ た とこ ろ （判定は表 3に よ る），表 玉 及び表 2 の 右 列 ：：

示 した よ うに，皮内反応 の 強 きは ，そ れ らの 花粉 の 吸入

に よ る ア レ ル ギー症 状 の 強 さ と大体 平行 して い る．

　 まず ． 表 1の ブ タ ク サ に つ い て見 る と， 患者 22歪の

中，ブ タ ク y の 花粉 エ キ ス で皮内反応 卅 が 弖 名 ， 什 が 5

名で，ブ タ ク サ の 花粉 の 吸 入 に よ り， 卅 の 患都 ま喘息発

作 を起 こ し て い る者が 多 く．昔 の患者は く しや み．鼻内

掻痒感 ．鼻漏，軽度の喘恵発作などの 症状を 呈 し て い

る。皮 内員応が 陰性 の 13£，は，ア レ ル ギー
症状 を 示 さ な

い か ，示 して も軽度であ る．但 し 1名だけ鳴息発作 を 起

こ しな が ら，皮内反応が陰性であ っ た．対照 10名 の 波内

反応 は 全部陰性で あ る．

　次 に． 表 2 の カ モ ガ ヤ に っ い て 見 る と，　患者 ユB名の

中 1 カ モ ガ itの 花衝 エ キ ス で皮内反応卅以上 の 患 者 は 2

名で，こ れらの 患者 は ，カ モ ガ ヤ の 花粉 の 吸 入 に よ i），
く レや み ，鼻内乾燥愨，鼻出血，血 癢，咽 頭掻痒感 な ど

の症 状を呈 して い る．皮 内反応 十 （2名）及び陰性 の患
者16名と対照 6名 と は何 らの 症状も示 して い な い ．

　以 上 の 皮内反 応 に 使用 した 花粉 エ キ ス は 1000倍稀乳溶

液で．そ の 製 法 は花粉 を脱脂 ， 攝盪抽出，遠沈 ． 透析．
濾 過 して作 つ た も の であ る．
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花粉 症 の 研 究

　　　　　　　　　総括及び考按

　花衿症の 研究 は 緒言で も述 べ た よ うに ，歌米では盛ん

1．二行な むれ て きて い るが，我が 国 では 乏 護程 多 くな い ．

　まず黼 鑞 数 に っ い て 考 え てみ ると， ア 籾 力 餓
国 の T ・・ a ・ 州の S ・・ Ant 。・1。 （北緯 29

・

30
’
， 酪

躯 触O
’
） で 1丸　3 − 5月 に 一

番 多 く，fi−−10月は 大体 同

…；で 次 に 多 く， 11− 12月に は少な い さ ，冬でもな くな る

こ と は な
「
・
・e’・イ ン ドの D・ihi（北韓28Q　33

・
，鰹 7（

・

35つ でぽ
，　1 − 4 月は 多 く，5 − 7 月は や   減 少 し，

9，　− 10月 は増加，1ユ
ー12月隷 減彡｝す る

91． しか し島で あ

る プ エ ノレ ト9 コ tt）　San　Juan　（iヒ韓 」8°

　3α，　丙軽65°

3r）
’

）では，　1年 中花粉穩数 に 変 化 は な く，奔常 に 少
な い 避・更 に 小島であ る　St・John　（北緯18°　30t，西 経

6！
°

21γ）で は ，花 粉 は ほ とん ど 0であ る
H ）．一方 エ ク ア

i”ル の Quito（緯度  
゜

，西経マ8°

）で は 圭O− 5 月 の 雨

期 1こ ：ま花粉 itt増 加 す るが，6 −一一9月の 乾期 に は 減少 す

ろ，即 ち 2 期 1こ 分か・れる
1η ．

　こ れ ら を我 々 の 結果と比較 して み る と、日本 （国立相

糢原病院 ：ま北緯 35030
’
， 東 経 13ヂ 23

「
） は 島国であ る

が ．相当の 面 積を有 す るた め，花粉絵数 は 大陸と同様D

憂化 を 示 して い る点ほ 興味の あ る所で あ る．

　次 に 花再 の 吸 入 に よる ア レ ル ギ
ー

症状の 発現に 関 して

：ち 個 ・t・：y 患者に 花粉を吸入 さ
．
ご
ヤ
こア レ ル ギー症 状の 発

現を観察 す る こ と：ま多 く行 な わ れて い るが
’3：
’
鴇 ，多 くの

患者を対照 と共 1こ 1 花粉が出 る草の 近 くに連 1
‘
1て 行 き，

　図 3　 ブ タ ク サ ．の 花 粉 エ キ ス で 皮 内 反 応 陽 性を 呈 す

　　　　る気 管 支鴫息患者の 発 作 の 季 節 的 変 動

　　ゼ ｝

　　ξ簿
　　lll｝

き
『

；1
　　　　；1
　　　　酵　 八　　　　 へ、

　　　／1卜X，八 ハ
＼ ／

XL −一一
一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ：　　 ノ

　　　　
‘

　　　　　 v
　　　　1［
　 　 　 ∂

　　　　Le 〜露 3，　 itn 　5 旦 6a ％ 8 言 99 ，厂oギ ノ
戸
i：’日

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 フヲク了 鼻 閑 魘 ”

M4 カ モ ガ ヤ の 花粉 エ キ ス 硬 内 反 鷓 髄 呈 す

　　　る気管 支 ee息鼡 者 の 発 作 の 季 節 的 獺 ケ

　 ＃一〆イ

　萋
〜3！　　　 、

戸
＼　　 ！

　　こ ・’2h 　　　　　　　　　！　　　　
L“ へ 、”　〆　　　 ト　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　皐骨1　　　 ／　　　
＞

　 m 雇 1　　　 ／

　
3

諺　＼　　／ノ
　 　 　 ’　 　 　 　 　 　 　．s
　　　 訴

　　　ゴ
　　　l！
　　　1
　　　チ
　　　OL − 一一一一 L− s “．L −
　　　　

〜tll　3s．　 t．： SA　5．E　7A　8 廼
9、E　 ．

・c・s ．
．．
E 〜葦

、つモガ望の艙 そ 翠

季 節・時悶を 含め た 自然 の 状態で，そ の 花紛 を 吸 入 さ せ

た 報告は あ ま り見当らな い ．もっ とも．我 肉 注 鼻汁モ の 他

を 更に 詳緬に 調べ るぺ きで あ る と思 つ て い るぶ ，今 「可は
一
敷 内反応との 鬨係を 鮒 して，ア レ ル ギー

症 状 の 強

さ と皮内反 応 の 強 さ と が 大俸平行す る こ とを 確か め．た ．

　 こ の 花粉吸入の 後で 気付し・たこ と：ま，健康者 は 花 粉 に

よ り鼻内掻 痒 感 を軽慶 ：二感ず る場合 もあ るが ，花粉 よ り

遠ざか る と速 や tliに 症状1凝肖失するの に対 し て 1患 者 渋

その 症状 が 数時間，時 に は 1 日以 Lも持続す る こ と恭 あ

ろ とい うこ とであ る．こ の こ とは 図 3及 び Pt　4 で見 られ

る よ うに ・開花期以後 で 莞，そ り 花粉 炉漂 因 で あ る 喘 臣

発作が継続 して い る こ と ／ 関係オ海 り，
一

度 レ ァ ギ ン が

奮 生 され る と，体内 か ら容 易に 消失 しな い こ と及び感乍

に よつ て 気管支 の 庚 応性 炉 た か ま tt
’
．こ とを牲語つ て い る

よ う｛こ 雇弐才フ才Lる．

　　　　　　　　　 結 　　語

　国立相模原 病院に お い て空 中の 花粉 を調 ぺ た と こ ろ，
花粉数は 春 ・秋 ｛こ 多 く，夏 に ぽ 少な く，冬 に は ほ とん ど

0 であ る．そ 汽 でこ の 中 で ， 開花期ガ 8 月
一9 月 であ る

ブ タ タ サ と， 5 月
一6月 であ る カ モ ガ ヤ と に つ い て，次

の こ とを磯か め た．

　 （1）こ れらの 花籾を，そ れぞ れ の開花躬 に ア レ ル ギー
．
生疾患患者 に 吸 入 させ た とこ ろ，ゾ タ ク ツ

’
では 2ε名中1ヱ

名に・カ モ ガ ヤでi’SIS名中 2名 に ，ア レ ル ギー症 状 即 ち
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杉 田　和 春　他

花扮症 が 起 こ つ た．

文照 ・彌 様 な轄 ．・鰍 転 した 患者は陽鼈 か 鍛 い

て あ る．

　   硫 ら の 花粉 エ キ ・ に よ 破 蔽 5泌 驪 であ る

賭 端 息患都 発鴇 そ 紐 切 開花鞭 に 脚 し

て い そ、，

　（3）こ 妨 錵 獅 撫 ・・X ・1・ア … 9 症樋 鍵
は，そ れ ぞ震 の 隻 内頁 慾 の 強 さと大体平行す る．

　（輪 文 腰 融 第ユ呶 第 11蹶 び 第 ユ2蹴 本 。 ．

ル ギ ー
￥ 会 懿会 で 報 告 し た の

稿 搬 る に 鍋 調 鱒 ， 鰍 閲 を た ま わ つ 煉 禰

納 科鴣 雌 綴 ・碕 瀦 師 溷 端 模s 病 院 黴
敏夫院 長 に 深謝 す る．
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Positive

 conjunctlval  and  nasal  reactions  to the Japanese cedar  pollen
    100%and         ef these cases  respectably.

   In 2 cases  Prausnitz-KUstner  tests were  carried  out  and  they showed
   From
         

the
 results  obteined,  the  authors  confitm  that  these cases

with  Japanese cedar  poilen. .

   Therefore the authors  gave  the  name  
``Japanese

 cedarpollinosis"  to

were  observed  in 85.7%

pesitive results.

 are  pol]inosis sensitized

this al!ergic  disease.

                                Studies on  Pollinosis

                        I. Short Ragweed  and  0rchard  Grass

                        Kamuharu  Sugita and  Kazuo  Bhiruya

         
Department

 
ef

 Physical Therapy  and  Medicine  (Director: Prof, Yeshie Oahirna)

                         School of Medicine, UnSversity of  Tokyo

                     
Allergy

 Center, the Sagamihara  National Hospital
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Stuaies

 on  Inhalatiye Tests in Bronehial  Asthma  a)
   

-with
 Special Emphasls  llpoR  Inhalatiye Provocation  Test with  House.Dugt-

                                   Sohei Makino

         
Department
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 Therapy and  Medicine  (Director: Prof. Yoshio OshSma),
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   FEV,.,  beIgre inhalation-minimum  FEV,., after  inhalation
       FEV,,,  before
1) Thirty-eight%  ofinhalationasthmatic

                     XIOO%
patients were  found  to be  posit;ve onI,P.T.with  house  du$t,


